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構造物点検におけるRiMaDIS3.0の運用について 
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関東地方整備局 甲府河川国道事務所 富士川下流出張所（〒416-0909 静岡県富士市松岡官有無番地） 

 

 2019年7月より、RiMaDISのシステムが大規模バージョンアップされ、オンラインでの管理が

可能となり、河川管理の現場では、利便性が飛躍的に向上した。従来と比較すると、新

RiMaDIS3.0では通常の河川巡視・堤防点検等の通年に行う各点検において、スムーズな情報伝

達機能によって、より迅速で効率的な河川管理が可能となった。だが、その一方で、現場で行

った各点検のうち、構造物点検への活用では、大きな課題があると感じた。そこで、本稿では、

主に、構造物点検における課題とその改善策を整理し、更なるRiMaDISの利便性向上と今後の

河川管理の効率化に資するため、報告を行うものである。 

 

キーワード RiMaDIS、河川管理、河川巡視、堤防点検、構造物点検  

 

 

1.  はじめに 

(1)   RiMaDISとは 

RiMaDISとは、図-1に概要を示す直轄河川の巡視・点

検記録や補修履歴等を効率的に収集し蓄積する河川維持

管理データベースシステムである。関東地方整備局では

2013年度より、管内の直轄河川事務所にてRiMaDISの運

用を開始し、これまで河川維持管理の政策の企画立案に

資する基礎的な情報収集の効率化と適切な管理を行って

きた。 

当出張所でも、日々の河川巡視や堤防点検による記

録をRiMaDISタブレットに保存し、データベースに蓄積

することで、河川の維持管理に活用しているところであ

るが、2019年にRiMaDISのシステムが3.0に大規模バージ

ョンアップし、データ管理がクラウドへ一元化されオン

ラインでの管理が可能となったことで、その活用方法が

大きく変化した。 

(2)   RiMaDISのオンライン化について 

従来のRiMaDISは、河川巡視員がRiMaDIS端末に記録

した情報を出張所に持ち帰り、その後職員がパソコンか

らUSBケーブルと専用ソフトを使って、情報をアップロ

ードしてはじめて、整備局全体に情報が共有され、記録

の閲覧が可能となった（図-2）。このため、緊急対応等

で早急な現地確認を要求される状況下では、河川巡視員

が出張所まで帰還するまで、待っている時間が無く、自

ら現場に確認に赴く他なかった。しかし、今回のバージ

ョンアップにより、現場で記録した写真やコメントはオ

ンライン化で即座にデータベースに転送される仕組みと

なり、現場のリアルタイムの情報（GPSによる位置情報、

発生の状況説明、現地写真、状況変化等）が直ちに、現

地、出張所、事務所、本局、本省と国土交通省全体に共

有されることとなったため、事故、災害時等の現地の状

況確認や迅速さが求められることが多い河川管理の現場

においては、有用性の高い機能拡張であった。しかし、

本稿では、オンライン以外に、現場で行った各点検のう

ち、特に構造物点検においては、負担軽減や記録の精度

向上の観点から、充実して頂きたい機能があり、その機

能について、現状及び課題、改善策としてとりまとめた

ので、報告を行う。 

  

図-1 RiMaDISとは 図-2 情報伝達イメージ 
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様式－３．２ 外　観　観　察　結　果　総　括　図 施設名 整理番号 1

施設No　樋管_直_001

様式－４．２ 施 設 名 整理番号 1

施設No　樋管_直_001

小池川排水樋門

小池川排水樋門

構造物縦断面図・平面図・横断面図
外観-9
護岸のクラック
幅：0.03cm 長さ：140.0cm

護岸のクラック

（幅=0.1cm, 長さ=140.0cm）

（幅=0.1cm,長さ=140.0cm）

（幅=0.1cm,長さ=140.0cm）

（幅=0.1cm,長さ=140.0cm）

外観-10
護岸の開き
幅：1.0cm

護岸の目地

（幅=1.0cm）

外観-11
翼壁背後護岸の開き
幅：0.5cm
幅：0.5cm（幅：0.5cm）（幅：0.5cm）

外観-7
護岸の開き
幅：0.6cm

護岸の開き（幅=0.4cm）（幅=0.4cm）（幅=0.4cm）（幅=0.4cm）

外観-8

護岸の沈下

高さ：2.0cm（高さ：2.3cm）（高さ：2.3cm）（高さ：2.3cm）

外観-6
護岸の開き
幅：0.8cm

護岸の目地

（幅=0.8cm）

外観-1
翼壁背後の開き
幅：0.5cm

翼壁背後の開き

（幅=1.0cm）

（幅=1.0cm）（幅=1.0cm）（幅=1.0cm）

外観-2
護岸の開き
幅：0.3cm

護岸の開き（幅=0.4cm）

（幅=0.4cm）（幅=0.4m）

（幅=0.4cm）

外観-4
護岸のクラック
幅：0.03cm 長さ：35.0cm
幅：0.035cm 長さ：50.0cm
幅：0.035cm 長さ：50.0cm
幅：0.035cm 長さ：50.0cm

外観-3
護岸のクラック
幅：0.02cm 長さ：25.0cm

護岸のクラック

（幅=0.02cm, 長さ=30.0cm）

外観-28

堤体に段差が見られる
高さ：1.0cm

堤体に段差が見られる

（高さ=1.5cm）

（高さ=1.8cm）

（高さ=1.8cm）

（高さ=1.8cm）

外観-12
堤体のクラック
幅：0.2cm 長さ：30.0cm

堤体のクラック

（幅=0.1cm,  長さ=28.0cm）

外観-13
堤体のクラック
幅：0.1cm 長さ：30.0cm

堤体のクラック

（幅=0.1cm,  長さ=29.0cm）

外観-14
堤体のクラック
幅：0.1cm 長さ：30.0cm

堤体のクラック

（幅=0.1cm,  長さ=28.0cm）
外観-20
堤体の段差
高さ：2.0cm

外観-21
裏法・小段の抜け上がり
高さ：2.0cm

裏法・小段の抜け上がり（高さ=3.0cm）

（高さ=3.3ｃｍ）（高さ=3.3ｃｍ）

（高さ=3.3cm）
外観-22
目地部より植生が見られる

外観-15
堤体のクラック
幅：0.2cm 長さ：30.0cm

堤体のクラック

（幅=0.13cm,  長さ=28.0cm）

外観-16
堤体のクラック
幅：0.2cm 長さ：30.0cm

堤体のクラック

（幅=0.13cm,  長さ=28.0cm）

外観-17
堤体のクラック
幅：0.5cm 長さ：30.0cm

堤体のクラック

（幅=0.1cm,  長さ=30.0cm）

外観-19
裏法・小段のクラック（亀甲状）
幅：0.1cm

裏法・小段のクラック

①（幅：0.5cm,  長さ=1.9m）

②（幅：0.3cm,  長さ=1.7m）

（幅：0.5cm,  長さ=2.6m）

（幅：0.3cm,  長さ=0.8m）

（幅：0.5cm,  長さ=2.9m）

（幅：0.5cm,  長さ=2.6m）

（幅：0.5cm,  長さ=1.2m）

（幅：0.5cm,長さ4.05m）

（幅：0.5cm,長さ4.05m）

（幅：0.5cm,長さ4.05m）

③（幅：0.5cm,  長さ=2.5m）

（幅：0.1cm,長さ=2.5m）

（幅：0.1cm,長さ=2.5m）

（幅：0.1cm,長さ=2.5m）

（幅：0.3cm,  長さ=3.5m）

（幅：0.3cm,長さ=3.66m）

（幅：0.3cm,長さ=3.66m）

（幅：0.3cm,長さ=3.66m）

（幅：0.1cm,  長さ=1.2m）

（幅：0.1cm,長さ=1.5m）

（幅：0.1cm,長さ=1.5m）

（幅：0.1cm,長さ=1.5m）

外観-24

目地部より植生が見られる

外観-23

裏法・小段の抜け上がり

高さ：1.5cm

裏法・小段の抜け上がり（高さ=3.0cm）

（高さ=3.3cm）（高さ=3.3cm）（高さ=3.3cm）

外観-25
堤体のブロックが補強されている

外観-18

裏法・小段の抜け上がり

高さ：1.5cm

補修済

外観-26

堤体の沈下

深さ：3.0cm

堤体の沈下

補修済（段差=0.8cm）

外観-27

堤体の沈下・開き
深さ：3.0cm 幅：0.5cm

補修済

外観-5
護岸の開き
幅：0.5cm
（幅：0.5cm）（幅：0.5cm）（幅：0.5cm）

∨

∨

①

②

③

外観-40
階段の開き（幅=1.0cm）

外観-41
階段の欠損
（高さ=1.5cm, 幅=20.0cm, 長さ=55.0cm）

外観-42
階段の段差（高さ=1.0cm）

※赤字：平成25年度点検結果

青字：平成28年度点検結果

緑字：平成29年度点検結果

桃字：平成30年度点検結果

外観-101 操作台（川表）クラック 複数 変化無 変化無
外観-102 操作台（川裏）クラック等 複数 変化無 変化無

外観-103 戸当り剥離等

変化無

変化無

函 内 観 察 結 果 総 括 図

函体内部　上流側

底版

側壁(上流側)

頂版

中壁(下流側)

呑口側吐口側

LL

LR

ゲート

Dis (m)

5m 10m 15m 20m 25m

土砂堆積

LL ひびわれ－d－写真番号8

Dis=6.9m  W=0.35mm L=1600mm LL ひびわれ－c－写真番号10

Dis=17.3m  W=0.3mm L=1800mm

LL ひびわれ－c－写真番号9

Dis=15.6m  W=0.3mm L=2200mm

LL ひびわれ－c－写真番号11

Dis=19.1m  W=0.3mm L=2000mm

LL ひびわれ－d－写真番号12

Dis=20.4m  W=0.35mm L=1500mm

LR ひびわれ－c－写真番号13

Dis=6.1m  W=0.3mm L=2300mm

LR ひびわれ－c

W=0.25mm L=800mm  Dis=7.6m

LR ひびわれ－d－写真番号15

Dis=24.2m  W=0.35mm L=1600mm

LR ひびわれ－c－写真番号14

Dis=22.5m  W=0.3mm L=900mm

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

漏　　水

遊離石灰

すり減り

そ の 他

凡　例

W=0.35mm L=1600mm 変化無 変化無

W=0.35mm L=1500mm 変化無 変化無

W=0.35mm L=1600mm 変化無 変化無

1-1

1-2

1-3

H27.11 撤去 堆積

※青字：平成28年度点検結果

緑字：平成29年度点検結果

桃字：平成30年度点検結果

1-4

点検時期 １２月
点検施設 樋管等７箇所
点検者（１パーティ） 出張所長、管理第二係長、河川巡視員

RiMaDISタブレット１台
デジカメ１台
外観観察結果総括図面（紙印刷）
函内観察結果総括図面（紙印刷）

その他 メジャー、ポール等の一般点検器具

点検ツール

 

 

２． 構造物点検を事例とした課題と改善要望 

 

(1)   構造物点検の概要と目的 

 構造物点検とは、堤防点検等同様に、堤防等河川管

理施設及び河道の点検・評価要領1)に基づき、職員が自

ら、管理する河川構造物の安全性の向上及び効率的な維

持修繕を図るため、構造物の劣化・損傷状態を把握する

とともに、早急な修繕の必要性の判断を行うことを目的

として行うものである。 

 

(2)   出張所における実際の構造物点検の現状 

昨年度の甲府河川国道事務所管内の河川系出張所では、

職員の他、目的別巡視を兼ねた河川巡視員等が参加し、

１２月中の１～２日間において、樋門樋管を中心とした

点検を実施した（表-1）。主な点検対象範囲とその手法

は、樋管本体やその取り付け護岸等の周辺構造物（写真

-1～2）を含み、基本的には、目視によって変状の発生

状況を確認し、その状況観察やクラック等の変状規模を

箇所ごとに幅・長さ・深さ等を測定して、現地において、

そのまま記録する手法を行っている。 

なお、甲府河川国道事務所管内の出張所では、図-3の

ような、「外観観察結果総括図面」や「函内観察結果総

括図面」という、構造図に変状箇所を図示し、経年的に

変状の長さや幅等を記録しており、クラックの進捗変化

が経年的に追えるようにきめ細かい管理を実践している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)   RiMaDISの構造物点検への活用事例 

 上記のとおり、構造物点検については、現場で、各

施設の劣化損傷の詳細な記録を行うことが必要であるた

め、RiMaDISタブレットが導入された当初から、現場で

は、簡易な操作で短時間に、入力や記録の修正ができ、

紙資料に記載する方法よりも、負担が軽減されている。

また、タブレット操作で、現地で過去の点検記録を参照

することができるため、新しく発生したものか確認を行

うことも容易であった。今回のRiMaDISオンライン化に

より、構造物点検結果についても、即座に状況を整備局

内で情報共有することが可能になった。 

 

 

 

 

図-3 外観観察結果総括図面及び函内観察結果総括図面 

写真-2 構造物点検（樋管取り付け護岸） 

写真-1 構造物点検（樋管の内壁） 

表-1 構造物点検の概要事例（富士川下流出張所） 
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(4)   具体的な課題（ケーススタディ） 

RiMaDISの構造物点検における課題を述べる。図-4は、

RiMaDISの構造物点検メニューで画面上に表示される管

理地図である。例えば、この地図上で、中央に表示され

ている構造物「小池川樋門」では、クラックなどの変状

が個別箇所毎に２０箇所以上RiMaDIS内にデータとして

記録されている。しかし、この管理地図上では、施設の

名称のみ表示され、この２０箇所の変状については、図

-5のように、１行に、記録日、河川名、距離標の情報だ

けしか表示されておらず、変状の内容を確認して選択す

るのには、情報が乏しい。また、この１行を選択しクリ

ックすると図-6のような変状の個票に飛び、個別近景

（拡大）写真等の情報が掲載されてはいるが、変状の位

置を全体的に俯瞰する図面に図示する機能が無いので、

変状が構造物自体の何処に有るのか確認することができ

ない。 

個別の変状の「構造物上の変状の場所と経年変化の情

報」という重要な情報を文章で入力することができるが、

各変状の位置関係を全体的に一目で、直感的に俯瞰する

ことができなくなっている。 

つまり、現状のRiMaDISでは、各施設に発生している

構図物の変状点検結果の位置図を作成することができな

い。 

構造図を取り込み、変状を図示して、視覚的に変状の

位置や幅等を確認する機能が実装されていないので、こ

れでは点検担当者が変わった際に、変状の確認に時間を

とられ、同じ変状場所なのか判別がしづらく、周囲の背

景や写真の角度等を確認しながら、既存変状箇所の特定

を行うなど、作業に手間がかかっている。現状では変状

の数が多いため、確認に苦慮している。 

 

３.  改善案 

 

(1)   現状の対応方法 

 前述したとおり、RiMaDIS図面上に構造物の変状情報

や経年観察情報を俯瞰するための図示する機能が無いた

め、エクセルで図-3のような様式を作成し、図面を貼り

込んで、変状を記録している。これはRiMaDISを使う前

の、従来の構造物点検で用いられていた管理手法であり、

現在でも継続している。現地では、この印刷した図面を

見ながら既存の変状の位置を照合し、特定した後、この

紙図面上に、変状を記録している。 

 

(2)   機能拡充案 

現状ではRiMaDIS上で構造物の変状の位置を図面上で、

特定できないため、現地でのデータ照合に時間を要する

ことに加え、実際に現場で点検した者以外がその変状の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全容を把握することは難しい。 

この問題を解決するためには、図-3のような各変状記

録とリンクした管理図面をRiMaDISに登録できるように

し、その画面上における図面で、任意の変状箇所に変状

内容や範囲や規模を図示することができるようにし、 

 

図-5 構造物の変状一覧（タブレット画面） 

図-6 構造物の変状個別記録（PC画面） 

図-4 構造物点検管理地図（タブレット画面） 

構造物の名称を 

押すと図-5に遷移 

変状の一つを押すと、該当

する個票（図-6）に飛ぶ 

図-5に遷移 
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5m 10m 15m 20m

継手部

吐口側 吞口側

函体内部

スタンプを挿入

記事
変状内容 クラック
前回記録 前回記録あり

L＝
ｈ＝
W＝

記事

規模

図-7 機能拡充イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力が手間にならないよう、変状項目内容等の選択肢が

表示されて、スタンプ的に、記録できるような機能があ

ると現場入力の効率化となり負担の軽減となる（図-7）。 

あるいは、変状の各項目をクリックすれば個別の記録

に飛ぶといった、直感的な操作ができるものがあると大

変活用しやすい。 

こういった機能があれば、管理する構造物の劣化・損

傷状態を容易に把握することができ、その進行状況など

についてRiMaDIS上で必要な情報を得て、適切な対策を

行うことにより、計画的で効率的な維持修繕の実施を図

れる。 

他にも、登録した管理図面上に図-7の下段のように図

示に併せて、変状の基礎的情報の他、経緯や観察記録等

をコメントとして入れられて、一緒に確認することがで

きれば、構造物の劣化・損傷状態を把握し、早急な修繕

の必要性が検討し易くなる。 

こういった機能拡張が実現すれば、河川巡視や堤防点

検と同様に、構造物点検においてもリアルタイムな現場

情況の共有や帳票作成の効率化などを図ることができる

と考えている。 

 

 

４.  まとめ 

 本稿では、現場におけるバージョンアップされた

RiMaDISを活用した構造物点検を事例とし感想を述べた。 

今回のバージョンアップでは、RiMaDISのオンライン

化がメインで、河川管理の現場の情報が、いち早く省内

部へ共有することが可能となった。また、保存できるデ

ータの容量の拡充がなされたことによって、以前まで、

容量の問題から保存できなかった写真や図面等の大容量

の資料の保存ができるようになった。 

これにより、容量制限からうける情報不足の問題が解

消され、RiMaDISタブレットから過去の維持管理の履歴

や詳細なデータ、他の管理事例を参照することができる

ようになった。これらのメリットは、現場管理に関わる

者として大変ありがたく感じている。 

しかし、本稿で取り上げさせて頂いたように、構造物

点検での利便性については、若干の工夫が必要であると

感じており、次回のRiMaDISのシステム改良においては、

本稿で報告させていただいた構造物点検の課題と改善提

案を考慮していただけると、更に、RiMaDISの利便性の

アップと、現場の河川管理の効率化に資するものと考え

ている。 

河川管理は、河川維持管理計画に基づいて、PDCA型管

理が基本となっており、河川管理で使用するシステムも

河川管理上、重要なツールとなっている。今後も、

RiMaDISの使用実績が蓄積され、現場からの意見を基に

創意工夫・改善が加わることで、ますます利便性や河川

管理の効率化、質が向上する好循環が構築できることが

期待される。 

今回の情報提供が、RiMaDISシステムの更なる発展の

一助ともなれば幸いである。 
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